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岩
手
県
農
業
会
議
は
、昭
和
29
年
８

月
に
創
立
さ
れ
て
以
来
、60
年
を
超
す

歴
史
を
刻
み
、平
成
28
年
４ 

月
１ 

日

か
ら
一
般
社
団
法
人
岩
手
県
農
業
会
議

に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、３
月
７
日
付
け
で
、岩
手
県
知

事
か
ら
農
業
委
員
会
法
に
基
づ
く
農
業

委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
会
議
の
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し

た
歴
代
の
役
職
員
、会
議
員
の
皆
様
に

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、県
を
は
じ

め
関
係
機
関
・
団
体
の
ご
支
援
、ご
協

力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
農
業
委
員
会
系
統
組
織
は
、

農
業
者
は
も
と
よ
り
、関
係
機
関
・
団

体
が
一
丸
と
な
っ
て
、農
業
・
農
村
の

振
興
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、近
年
は
農
業
従
事
者
の
減
少
、高
齢

化
、耕
作
放
棄
地
の
拡
大
な
ど
、多
く
の

課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
昨

年
10 

月
５
日
に
大
筋
合
意
に
至
り
、12

月
24
日
に
国
か
ら
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
経

済
効
果
分
析
に
つ
い
て
」が
示
さ
れ
、Ｔ

Ｐ
Ｐ
関
連
対
策
３
， 

１
２
２
億
円
を
含

む
平
成
27
年
度
補
正
予
算
が
、１
月
20

日
に
可
決
成
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
省
で
は
、農
業
者
の
不
安

を
払
拭
し
、希
望
を
持
っ
て
経
営
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
し
て
、１
月
26
日
に
、

農
政
新
時
代
キ
ャ
ラ
バ
ン
岩
手
県
説
明

編
集
・
発
行
人
／
事
務
局
長
・
山
田
亙　

〒
０
２
０
︱
０
０
２
４  

盛
岡
市
菜
園
一
丁
目
4
番　

号
（
第
二
産
業
会
館
4
階
）　

電
話
〇
一
九
︱
六
二
六
︱
八
五
四
五　

印
刷
／
川
口
印
刷
工
業
株
式
会
社

会
を
開
催
し
、「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連

政
策
大
綱
」を
踏
ま
え
た
農
林
水
産
分

野
の
国
内
対
策
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

国
が
国
内
対
策
と
し
て
示
し
た
「
次

世
代
を
担
う
経
営
感
覚
に
優
れ
た
担
い

手
の
育
成
」や
「
国
際
競
争
力
の
あ
る

産
地
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
」、「
畜

産
・
酪
農
収
益
力
強
化
総
合
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
推
進
」、「
高
品
質
な
我
が
国
農

林
水
産
産
物
の
輸
出
等
需
要
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
の
開
拓
」は
、本
県
農
業
に
と
っ

て
も
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。国
に
対
し
て
国
内
農
業
の
持
続
的

な
発
展
の
た
め
の
政
策
を
長
期
に
わ
た

り
安
定
的
に
講
ず
る
よ
う
求
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、３
月
24
日
に
国
会
に
設
置
さ

れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認
案
と
関
連
法
案
が
集
中
的

に
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

我
が
国
農
業
の
姿
、国
民
の
食
の
安
全

な
ど
を
大
き
く
変
え
か
ね
な
い
極
め
て

重
要
な
政
策
の
審
議
で
あ
り
ま
す
。

　

審
議
に
当
た
っ
て
は
、国
内
対
策
の

み
に
偏
重
す
る
こ
と
な
く
、国
民
に
対

す
る
食
料
安
定
供
給（
食
料
安
全
保
障
）

や
食
料
の
安
心
・
安
全
の
確
保
、食
料

自
給
率
の
向
上
な
ど
基
本
的
な
政
策
理

念
に
つ
い
て
も
幅
広
く
検
討
さ
れ
、国

内
農
業
に
対
す
る
国
民
の
理
解
、特
に

も
消
費
者
の
理
解
と
応
援
が
得
ら
れ
る

よ
う
な
政
策
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
期
待

し
て
い
る
。

　

岩
手
県
農
業
会
議
は
、新
た
な
制
度

の
も
と
で
、「
人
」と
「
農
地
」の
課
題
解

決
に
向
け
、市
町
村
農
業
委
員
会
と
と

も
に
、農
地
・
担
い
手
対
策
の
推
進
は

も
と
よ
り
、国
や
県
等
に
対
し
て
具
体

的
な
意
見
を
提
出
す
る
な
ど
、皆
様
方

の
期
待
と
信
頼
に
応
え
て
参
り
ま
す
。

岩
手
県
農
業
会
議
会
長　

佐
々
木  

和
博

副会長（理事） 
伊藤　公夫

（一関市農業委員会会長）

会長（代表理事） 
佐々木　和博
（学識経験者）

副会長（理事）
藤原　一夫

（盛岡市農業委員会会長）

一
般
社
団
法
人
岩
手
県
農
業
会
議
へ
の
組
織
変
更
に
あ
た
っ
て

一般社団法人岩手県農業会議　会長・副会長
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４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
改
正

農
地
法
で
は
、
農
地
転
用
に
係
る

事
務
処
理
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
、

農
業
委
員
会
は
、
申
請
者
か
ら
提

出
さ
れ
た
許
可
申
請
書
に
つ
い
て
、

意
見
を
付
し
て
知
事
（
県
）
に
提

出
し
、
知
事
は
そ
の
各
案
件
に
つ

い
て
農
業
会
議
に
意
見
を
聴
く
こ

と
と
し
て
い
た
が
、
今
後
は
、
農

業
委
員
会
が
知
事
に
申
請
書
を
送

付
す
る
場
合
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
農

業
会
議
（
都
道
府
県
農
業
委
員
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
）
に
意
見
を

聴
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

改
正
農
地
法
で
は
、
農
業
会
議

に
意
見
を
聴
く
の
は
30
ア
ー
ル
を

超
え
る
農
地
転
用
案
件
と
し
て
い

る
が
、「
現
場
か
ら
距
離
を
置
い
た

と
こ
ろ
で
判
断
す
る
と
い
う
農
地

転
用
許
可
制
度
の
基
本
的
考
え
に

鑑
み
、
農
業
委
員
会
は
都
道
府
県

農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構

の
意
見
聴
取
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
な
い
30
ア
ー
ル
以
下
の
農
地
に

つ
い
て
も
そ
の
意
見
聴
取
を
活
用

で
き
る
こ
と
の
周
知
を
図
る
こ

と
。」
と
い
う
付
帯
意
見
が
付
け
ら

れ
た
。

　

そ
も
そ
も
農
地
は
１
筆
ご
と
に

条
件
が
異
な
っ
て
お
り
、
転
用
許

可
を
判
断
す
る
「
農
地
転
用
許
可

基
準
」
に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か

微
妙
な
ケ
ー
ス
が
多
い
の
が
実
態

で
あ
る
。
農
地
区
分
の
適
用
に
係

る
周
辺
の
農
地
環
境
や
周
辺
農
地

で
の
営
農
へ
の
支
障
が
あ
る
か
な

い
か
の
判
断
、
転
用
さ
れ
る
農
地

の
用
途
と
の
関
係
な
ど
、
案
件
ご

と
に
非
常
に
細
か
く
、
微
妙
に
条

件
が
違
っ
て
い
る
。

　

各
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
他
の
市
町
村
農
業
委
員
会
に
申

請
さ
れ
た
案
件
な
ど
を
参
考
に
し

て
、
一
件
一
件
慎
重
に
判
断
し
て

い
る
が
、
判
断
に
迷
う
案
件
に
つ

い
て
は
、
当
農
業
会
議
の
農
地
相

談
員
か
ら
助
言
を
得
て
対
応
し
て

い
ま
す
。

　

農
地
転
用
の
許
可
事
務
は
、
申

請
者
の
財
産
の
処
分
に
直
接
関
わ

る
非
常
に
重
要
な
事
務
で
あ
り
、
数

多
く
の
類
似
事
案
を
参
考
と
し
て

比
較
し
な
が
ら
検
討
し
て
、
慎
重

に
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
者
に
と
っ
て
の
公

平
性
、
公
正
性
が
求
め
ら
れ
る
業

務
な
の
で
、
市
町
村
間
で
判
断
基

準
が
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
、
県
全
体
で
目
合
わ
せ
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
県
、
農

業
会
議
が
県
下
全
体
の
農
地
相
談

業
務
を
行
い
、
統
一
性
を
図
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
改
正
農
地
法
の
付
帯
意

見
に
も
あ
っ
た
と
お
り
、
で
き
る

だ
け
現
場
か
ら
距
離
を
置
い
た
と

こ
ろ
で
判
断
す
る
と
い
う
考
え
か

ら
も
、
30
ア
ー
ル
を
超
え
る
案
件

の
み
な
ら
ず
、
30
ア
ー
ル
以
下
の

案
件
に
つ
い
て
も
、
必
要
に
応
じ

て
農
業
会
議
へ
の
意
見
聴
取
を
す

る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
の
考
え

か
ら
、
全
県
内
の
農
業
委
員
会
の

合
意
に
基
づ
く
申
し
合
わ
せ
事
項

と
し
て
、
30
ア
ー
ル
以
下
の
転
用

案
件
に
つ
い
て
農
業
委
員
会
か
ら

農
業
会
議
に
意
見
を
求
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

一　

30
ア
ー
ル
以
下
の
転
用
案
件

で
農
業
会
議
に
意
見
を
求
め
る

案
件

①　

農
業
委
員
会
が
意
見
を
述

べ
る
た
め
に
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
案
件

②　

農
用
地
区
域
内
農
地
、
甲

種
農
地
、
第
一
種
農
地
の

農
地
区
分
に
該
当
す
る
案

件
（
た
だ
し
、
営
農
型
発

電
設
備
以
外
の
一
時
転
用

案
件
を
除
く
）

③　

追
認
案
件

二　

権
限
委
譲
を
受
け
て
い
る
市

の
30
ア
ー
ル
以
下
の
案
件

　

権
限
委
譲
を
受
け
て
い
る
市
の

農
業
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
場
合
、
許
可
を
行
う
前
に

農
業
会
議
へ
資
料
を
提
出
し
、
内

容
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
す
る
（
農
業
会
議
が
農

業
委
員
会
か
ら
の
相
談
へ
の
助
言

の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
）

●
意
見
聴
取
の
方
法

　

市
町
村
農
業
委
員
会
が
、
意
見

を
求
め
る
場
合
は
、
農
業
会
議
の

常
設
審
議
委
員
会
に
出
席
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
す
る
。（
説
明
又
は

質
問
に
対
す
る
回
答
を
求
め
る
こ

と
が
あ
る
）

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
記
載
さ
れ

た
事
項
以
外
も
含
め
、
農
地
に
関

す
る
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

常
設
審
議
委
員
会
の
開
催
日

　

常
設
審
議
委
員
会
は
、
平
成
28

年
度
か
ら
は
、
毎
月
原
則
と
し
て

10
日
（
休
日
の
場
合
は
そ
の
前
後
）

に
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。（
こ

れ
ま
で
は
毎
月
原
則
15
日
）



平成２８年４月工日

一般
社
団
法
人

岩
手
県
農
業
会
議
の

新
体
制
に
つ
い
て

だ；：－，
▲
・，－，．１，
１′－

　

．Ｎｏ．４８

岩
手
県
農
業
会
議
は
、
「農
業
協
同

組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法

律
」
に
基
づ
き
、
４
月
ｌ
ｎ
に
、
指
定
・

認
可
法
人
か
ら
一
般
社
団
法
人
に
組
織

変
更
し
ま
し
た
。

　

１
月
１５
に
開
催
し
た
臨
時
総
会
に
お

い
て
、
「組
織
変
更
計
画
」
（
一
般
社
団

法
人
の
・定
款
に
あ
た
る
も
の
）
を
決
定

頂
き
、
併
せ
て
、
組
織
変
更
後
最
初
の

社
員

　

公
ム員
）、
役
員

（理
事
、
監
事
、

代
表
理
事
）
も
決
議
し
ま
し
た
。
３
月

１５
ロ
に
開
催
し
た
定
期
総
会
で
は
、
３

月
７
日
に
県
の
指
定
を
受
け
た

「農
業

委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
」
の
業
務

に
関
す
る
規
程
、
平
成
２８
年
度
の
事
業

計
画
及
び
予
算
、
会
費
の
額
等
を
決
定

頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
３
月
開
催
の
総
会
で
は
、
新
た

に
設
置
す
る
常
設
審
議
委
員
会
の
運
営

規
程
を
決
定
頂
く
と
と
も
に
常
設
審
議

委
員
を
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

新
組
織
の
概
要

１
名
称

一
般
社
団
法
人
岩
手
県
農
業

会
議

２
構
成
員

普
通
会
員
と
賛
助
会
員
で

構
成
し
、
普
通
会
員
は
一
般
社
団
法

人
の
「社
員
」。
岩
手
県
農
業
会
議

　

の
現
在
の
会
議
員
及
び
賛
助
員
は
、

組
織
変
更
後
の
一
般
社
団
法
人
の
普

通
会
員
と
な
り
ま
す
。
新
た
に
、
市

町
村
、
岩
手
県
女
性
農
業
委
員
ポ

　

ラ
ー
ノ
の
会
推
薦
者
、
岩
手
県
認
定

農
業
者
組
織
連
絡
協
議
会
、
岩
手
県

農
業
法
人
協
会
が
会
員
と
な
り
ま

す
。

３
役
員

　

理
事
１６
名
、
監
事
３
名
。

【理
事
】

会
長

　　

佐
々
木
和
博

季
経
代
表
理
事
）

副
会
長

　

藤
原

一
夫

盛
岡
市
農
委
会
長
〉

副
会
長

　

伊
藤
公
夫

（
－関
市
農
委
会
長
）

専
務
理
事

　

山
田

　

亙

（本
会
推
薦
者
）

理
事

　

高
橋
義
幸

髪
中
町
農
委
会
長
）

　

佐
々
木
仁
志

宙
野
畑
村
農
委
会
長
）

　

宇
部

　

繁

（久
慈
市
農
委
会
長
）

　　

安
藤
直
美
・
（岩
手
県
女
性
農
業
委
員
ポ

　　

ラ
ー
ノ
の
会
副
会
長
）

　

柳
村
典
秀

滝
沢
市
長
）

　

高
橋
由

一
（金
ヶ
崎
町
長
）

　

田
沼
征
彦

（県
農
協
中
央
会
会
長
）

　

工
藤
忠
義

（県
農
業
共
済
組
合
組
合
長

　　

理
事
）

　

松
本
主
税

棄
信
連
代
表
理
事
埋
事
長
）

　

畠
山
俊
彰

全
農
県
本
部
本
部
長
）

　

徳
山
順

一
公
社
県
農
業
公
社
常
務
理
事
）

　

菅
原
隆
儀

（岩
手
県
認
定
農
業
者
組
織
連

　　

絡
協
議
会
会
長
））

【監
事
】

　

鈴
木
幸
雄

実
船
渡
市
農
委
会
長
）

　

奥

　　

隆

三

Ｐ
市
農
委
会
長
）

　

高
橋
昭
貴

茜
和
賀
町
農
委
会
長
）

４
常
設
審
議
委
員
会

　

改
正
農
業
委
員

会
法
の
規
定
に
よ
り
県
農
業
委
員
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
が
行
う
農
地
法

そ
の
他
の
法
令
に
規
定
さ
れ
た
事
項

　

を
処
理
す
る
た
め
、
本
会
に
新
た
に

　

設
置
し
ま
す
。関
係
行
政
庁
へ
の
「意

　

見
の
提
出
」
も
協
議
し
ま
す
。
常
設

　

審
議
委
員
は
、
会
長
、
副
会
長
、
専

　

務
理
事
の
ほ
か
、
普
通
会
員
の
役
職

　

員
の
中
か
ら
２３
名
の
方
を
選
任
し
ま

　

し
た
。

葛
巻
町
農
業
委
員
会

前
鈴
木
会
長
農
林
水
産
大
臣
質
受
賞

同
農
業
委
員
会
も
受
賞

　

国
の
平
成
２７
年
度
農
業
委
員
及
び
農

業
委
員
会
表
彰
に
お
い
て
、
葛
巻
町
農

業
委
員
会
前
会
長
の
鈴
木
努
氏

（６２
）

と
町
農
業
委
員
会
が
同
時
に
農
林
水
産

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、

農
林
水
産
功
績
者
表
彰
規
程
に
基
づ

き
、
農
業
委
員
会
の
事
務
の
遂
行
に
関

し
功
績
が
顕
著
な
農
業
委
員
及
び
農
業

委
員
会
を
農
林
水
産
大
臣
が
表
彰
す
る

も
の
で
、
３
月
馬
ｎ
、
本
会
定
期
総
会

開
会
前
に
、県
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

受賞した葛巻町農業委員会深津会長（左）

　　　

鈴木前会長（石）

　
　
　
　
　

十エ
ー一
ｔｌｌ
，

コ
ー
ド
目
・

　　

　

　　　
　　

　　　　　

　　
　
　　
　

罰
墨
に
副
－

退
任
あ
い
さ
つ

　　　

前
事
務
局
次
長

　

村
上
勝
郎

　

昨
年
、
戦
後
刊
年
を
数
え
、
こ
の
大

き
な
節
目
に
、
農
業
委
員
会
法
が
６０
余

年
ぶ
り
に
大
幅
改
正
さ
れ
、
ま
た
、
Ｔ

ｐ
ｐ
協
定
が
大
筋
合
意
さ
れ
る
な
ど
、

農
政
、
農
業
を
め
ぐ
る
出
来
事
が
多
い

年
で
し
た
。

　

農
業
委
員
会
系
統
組
織
は
、
こ
の
４

月
か
ら
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
を
切

り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
、
政
府
は
今
国

会
で
の
承
認
及
び
関
連
法
の
成
立
を
目

指
し
て
お
り
、
ま
さ
に
、
政
‐府
が
掲
げ

る
「農
政
新
時
代
」
へ
突
入
し
ま
す
。

私
は
、
一
昨
年
の
ｍ
月
、
県
か
ら
農
業

会
議
に
派
遣
さ
れ
、
こ
の
一
年
半
席
を

置
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
ら
な
す
こ
と
な
く
、
県
に
戻
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
か
つ
て
な
い
変

革
の
時
に
あ
っ
て
、
貴
重
な
経
験
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
、
農
業
者
に
と
っ
て

も
っ
と
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
農
業
委

員
の
方
々
と
、
農
業
・
農
村
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
直
接
、
意
見
を
交
し
合
う

こ
と
が
で
き
、
大
変
、
有
意
義
で
お
も

い
で
深
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た

め
に
は
、
そ
の
基
盤
を
な
す
農
地
を
守

り
活
か
す
こ
と
が
最
大
の
課
題
で
あ

り
、
農
地
制
度
の
中
心
を
担
う
系
統
組

織
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
、
農
業
会
議
が
、
そ
の

期
待
に
十
分
に
応
え
ら
れ
る
こ
と
を
切

に
願
い
つ
つ
、
心
か
ら
御
礼
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（Ｊ
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４
月
１
日
の
改
正
農
業
委
員
会
法
の

施
行
に
よ
り
、
７
市
町
の
農
業
委
員
会

が
新
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し

た
。

　

同
改
正
法
で
は
、
農
業
委
員
の
選
任

手
続
き
が
公
選
制
か
ら
市
町
村
長
が
議

会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
制
度
に
変

更
と
な
り
、
任
命
に
あ
た
っ
て
は
、「
委

員
の
年
齢
、
性
別
等
に
著
し
い
偏
り
が

生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
全
市
町
村
で

女
性
農
業
委
員
が
登
用
さ
れ
て
お
り
、

今
回
の
選
任
手
続
き
の
変
更
に
伴
い
、

女
性
農
業
委
員
の
い
な
い
市
町
村
が
な

い
よ
う
、
ま
た
、
複
数
名
の
女
性
農
業

委
員
が
登
用
さ
れ
る
よ
う
、
１
月
に
県

女
性
農
業
委
員
ポ
ラ
ー
ノ
の
会
（
会
長
・

松
本
良
子
岩
手
町
農
業
委
員
会
会
長
）

と
県
農
業
会
議
で
は
、
市
町
長
、
市
町

議
会
議
長
に
対
し
て
要
請
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
７
市
町
全
て
の
農
業
委

員
会
に
お
い
て
女
性
農
業
委
員
が
登
用

さ
れ
る
と
と
も
に
、
改
選
前
よ
り
６
名

多
く
登
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
よ

り
、
順
次
、
改
選
が
行
わ
れ
て
い
く
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
、
県
女
性
農
業
委

員
ポ
ラ
ー
ノ
の
会
と
県
農
業
会
議
で
は
、

市
町
村
長
及
び
市
町
村
議
会
議
長
へ
要

請
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
女
性
の
農

業
委
員
登
用
の
機
運
を
盛
り
上
げ
、
自

ら
意
思
表
示
す
る
意
識
付
け
を
行
い
、

女
性
農
業
委
員
候
補
者
の
掘
り
起
し
活

動
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
っ
て
ご

存
知
で
す
か
。
１
９
８
６
年
に
イ
タ

リ
ア
北
部
の
小
さ
な
町
、
ブ
ラ
か
ら

始
ま
っ
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
は
、

現
在
で
は
１
３
０
カ
国
を
超
す
国
々

に
広
が
り
国
際
的
な
運
動
に
成
長
し

て
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
で
も
、
51
の
支
部
が
立

ち
上
が
り
、
全
国
で
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
運
動
の
目

的
と
し
て
、
次
の
３
つ
の
柱
が
あ
り

ま
す
。

１　

消
え
つ
つ
あ
る
郷
土
料
理
や

質
の
良
い
食
品
を
守
る
。

２　

質
の
良
い
食
材
を
提
供
し
て

く
れ
る
小
さ
な
生
産
者
を
守
る
。

３　

子
供
た
ち
を
含
め
た
生
活
者

全
体
に
味
の
教
育
を
す
る
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
目
的
を
実
現
す
る

た
め
、「
味
の
箱
舟
」と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
乗
り
出
し
、
消
滅
し
か
け
て

い
る
伝
統
的
な
農
産
物
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
て

生
産
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。
Ｂ
Ｓ

Ｅ
が
発
生
し
た
時
は
最
も
安
全
・
安

心
で
ヘ
ル
シ
ー
な
牛
肉
と
い
わ
れ
て

い
た
短
角
牛
が
一
番
の
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
そ
れ
を
期
に
平
成
14
年
に

伊
達
町
長
を
発
起
人
代
表
と
し
て
町

内
外
の
会
員
21
名
で
「
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
岩
手
」
を
設
立
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
私
が
会
長
を
務
め
第
15
回

の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
農
家
、

会
社
員
、
公
務
員
、
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ェ

フ
、
お
医
者
さ
ん
な
ど
様
々
な
職
業

の
方
々
53
名
の
会
員
で
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
平
成
17
年
に
は
、
味

の
箱
舟
に
、
日
本
短
角
種
、
安
家
地

大
根
が
認
定
さ
れ
、
２
年
に
一
度
イ

タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
「
テ
ッ
ラ
・

マ
ー
ド
レ
」
世
界
生
産
者
会
議
に
会

員
が
参
加
す
る
な
ど
国
外
行
事
に
も

多
く
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
平
成
16
年
に
イ
タ
リ
ア
で
開

催
さ
れ
た
世
界
生
産
者
会
議
に
短
角

牛
生
産
者
と
し
て
招
待
を
受
け
参
加

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
の
中
で
日
本
短

角
種
、
安
家
地
大
根
や
雑
穀
が
高
い

評
価
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
岩
泉
ヨ
ー
グ
ル
ト
も
活

動
の
中
か
ら
評
価
さ
れ
た
食
品
で
あ

り
ま
す
。

　

時
代
の
変
化
に
よ
り
、普
通
に
あ
っ

た
家
族
そ
ろ
っ
て
の
食
卓
風
景
や
手

作
り
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。

　

安
全
・
安
心
な
食
料
を
生
産
す
る

農
家
と
し
て
も
う
一
度
私
た
ち
の
食

の
あ
り
方
を
考
え
て
み
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

岩泉町農業委員会
会　長

合砂　哲夫

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
農
家
の
食

県
女
性
農
業
委
員
ポ
ラ
ー
ノ
の
会
・
県
農
業
会
議
が

女
性
農
業
委
員
登
用
促
進
要
請
活
動
を
実
施

藤原二戸市長と松本会長、安藤副会長、
奥二戸市農業委員会会長

市町村名
女性農業委員数の状況

改選前 改選後

北上市 3 6

久慈市 1 3

釜石市 1 2

二戸市 2 2

西和賀町 2 2

山田町 1 1

軽米町 1 1
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平
成
27
年
度
農
業
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー

（
認
定
農
業
者
交
流
研
修
会
）
が
、
岩

手
県
農
業
会
議
と
岩
手
県
認
定
農
業
者

組
織
連
絡
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
、
去

る
２
月
25
日
、
26
日
の
二
日
間
に
わ
た

り
盛
岡
市
繋
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
研
修
会
は
、
優
良
経
営
事
例
の
発

表
等
に
よ
る
研
修
を
通
じ
、
認
定
農
業

者
が
経
営
課
題
の
克
服
と
、
相
互
研
鑽

を
図
る
た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

本
年
は
、
農
業
就
業
人
口
の
大
幅
な

減
少
や
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
農
業
情

勢
も
大
き
く
変
化
し
、
農
政
新
時
代
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
参
加
者
約
70
名
が

今
後
の
経
営
発
展
に
向
け
た
糸
口
を

探
っ
た
。

　

一
関
市
の
水
稲
農
家
で
あ
る
小
野
正

一
氏
、
盛
岡
市
の
肉
用
牛
農
家
で
あ
る

嵯
峨
裕
紀
氏
、
奥
州
市
の
園
芸
農
家
で

あ
る
遠
藤
正
彦
氏
の
三
名
が
優
良
経
営

事
例
の
発
表
を
行
っ
た
。

　

小
野
正
一
氏
は
「
安
全
・
安
心
な
農

産
物
を
～
持
続
で
き
る
農
業
を
目
指
し

て
～
」
と
題
し
、
経
営
の
有
効
な
ツ
ー

ル
と
し
てJG

A
P

の
取
得
、
活
用
に
つ

い
て
発
表
し
た
。GA

P

を
認
証
取
得
す

る
こ
と
で
、
消
費
者
目
線
で
自
ら
の
農

業
を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
が
経
営
戦
略
や
ブ
ラ
ン
ド
化
に
活

用
で
き
る
と
話
し
た
。

　

嵯
峨
裕
紀
氏
は
、「
規
模
拡
大
と
こ

れ
か
ら
の
取
組
」
と
題
し
、
現
在
の
規

模
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
と
、
今
後

の
展
望
や
課
題
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

規
模
拡
大
、
法
人
化
、
雇
用
の
三
つ
を

こ
れ
か
ら
の
主
な
取
り
組
み
と
し
て
挙

げ
、
更
な
る
経
営
発
展
に
向
け
た
展
望

を
語
っ
た
。

　

遠
藤
正
彦
氏
は
「
ま
だ
ま
だ
伸
ば
せ

る
農
業
経
営
～
地
元
の
人
材
を
活
用
し

て
大
規
模
経
営
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
～
」
と

題
し
、
地
域
の
高
齢
者
を
雇
用
し
た
規

模
拡
大
や
、
雇
用
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
話
し
た
。
雇
用
者
に
や
る
気
に

な
っ
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
や
、
ベ
テ

ラ
ン
雇
用
者
に
よ
る
新
人
へ
の
技
術
の

継
承
な
ど
、
そ
の
地
域
で
の
持
続
可
能

な
経
営
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
雇
用

を
す
べ
き
か
発
表
し
た
。

　

事
例
発
表
の
後
は
、
会
場
を
三
か
所

に
分
け
、
稲
作
、
畜
産
、
園
芸
の
作
物

別
分
科
会
が
行
わ
れ
た
。

　

作
目
別
分
科
会
は
、
県
農
林
水
産
部

県
産
米
戦
略
室
や
、
県
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
、
普
及
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
最
新
の
研
究
成
果
の
発
表
が

行
わ
れ
た
後
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　

翌
日
は
、
講
師
に
秋
田
県
立
大
学
生

物
資
源
科
学
部
生
物
環
境
科
学
科
の
長

濱
健
一
郎
教
授
を
迎
え
、「
激
動
す
る
農

業
情
勢
を
踏
ま
え
た
認
定
農
業
者
の
経

営
展
開
方
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
今

日
の
農
業
情
勢
に
つ
い
て
詳
し
い
解
説

と
共
に
、
地
域
農
業
の
生
き
残
る
戦
略

に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら

に
、
世
界
の
農
業
と
日
本
の
農
業
と
の

比
較
を
交
え
な
が
ら
、
今
後
の
農
業
者

の
経
営
発
展
に
必
要
と
な
る
事
を
独
自

の
視
点
か
ら
語
っ
た
。
ま
た
、
講
演
終

了
後
は
、
参
加
者
か
ら
の
活
発
な
質
問

が
さ
れ
、
大
き
く
変
化
す
る
農
業
情
勢

へ
の
関
心
の
高
さ
が
表
れ
て
い
た
。

　

平
成
27
年
度
経
営
継
承
セ
ミ
ナ
ー

が
、（
公
社
）
日
本
農
業
法
人
協
会
の

主
催
に
よ
り
、
３
月
３
日
、
４
日
の
二

日
間
に
わ
た
り
東
京
都
港
区
で
開
催
さ

れ
た
。

　
（
公
社
）
日
本
農
業
法
人
協
会
は
、

農
業
法
人
等
の
経
営
確
立
・
発
展
の
た

め
の
情
報
提
供
や
、
経
営
改
善
の
支
援

等
の
活
動
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
農

業
・
農
村
の
発
展
と
国
民
生
活
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
会

で
あ
る
。

　

県
段
階
の
組
織
と
し
て
、
本
県
に
は

岩
手
県
農
業
法
人
協
会
が
設
立
さ
れ
て

お
り
、
今
年
で
創
立
20
周
年
を
迎
え
た
。

岩
手
県
農
業
法
人
協
会
は
、
農
業
法
人

の
健
全
な
発
展
と
経
営
管
理
能
力
の
向

上
を
目
的
と
し
、
岩
手
県
農
業
の
発
展・

向
上
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

活
動
を
行
っ
て
い
る
組
織
で
あ
る
。

　

全
国
の
農
業
法
人
が
一
堂
に
会
す
る

本
セ
ミ
ナ
ー
は
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、

平
成
27
年
度
は
「
経
営
継
承
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
第
一
部
、
第
二
部
、
分
科

会
と
別
れ
て
お
り
、
第
一
部
で
は
現
経

営
者
に
向
け
た
農
業
法
人
の
経
営
継
承

に
つ
い
て
講
演
が
さ
れ
、
第
二
部
で
は
後

継
者
に
向
け
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

分
科
会
で
は
、
経
営
継
承
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
内
容
や
、

農
業
の
労
務
管
理
対
策
に
関
わ
る
内

容
、
農
林
水
産
省
か
ら
の
情
勢
報
告
を

基
に
参
加
会
員
に
よ
る
意
見
交
換
会
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
や
分
科
会
の
講
師
に
つ
い
て
は
、

業
種
を
問
わ
ず
、
異
業
種
か
ら
で
も
多

く
の
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
毎
年

様
々
な
講
師
が
講
演
を
行
う
も
の
で
、

参
加
し
た
農
業
法
人
か
ら
も
、
有
益
な

情
報
が
得
ら
れ
た
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

平
成
27
年
度

農
業
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー

（
認
定
農
業
者
交
流
研
修
会
）

（
公
社
）
日
本
農
業
法
人
協
会

平
成
27
年
度
経
営
継
承
セ
ミ
ナ
ー
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開催時期 行　事　名

4月5日（火） 全国情報会議
（東京都「椿山荘」）

4月15日（金） 第1回常設審議委員会
（サンセール盛岡）

4月18日（月） 新任農業委員・農地利用最適化推進委員研修会
（サンセール盛岡）

4月19日（火） 新任農業者年金業務担当者会議
 （ホテルメトロポリタン盛岡）

5月10日（火） 全国農業新聞情報員会議
（エスポワールいわて）

5月16日（月） 第2回常設審議委員会
（エスポワールいわて）

5月中旬 市町村農業委員会会長・事務局長研修会
（盛岡市内）

5月26日（木） 本県選出国会議員への要請活動
（衆議院・参議院議員会館）

5月26日（木） 全国農業委員会会長大会
（東京都・文京シビックホール)

6月上旬 農業委員会農地主任者研修会
（盛岡市内）

6月10日（金） 第3回常設審議委員会
（メトロポリタン盛岡）

6月中・下旬 農業委員ブロック別研修会
（県内3カ所）

6月下旬 農業会議定期総会

■
新
規
加
入
者
数
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　

本
年
度
３
月
時
点
の
新
規
加
入
者
数
は

44
人
と
な
り
、
加
入
推
進
目
標
１
２
５
人

に
対
す
る
進
捗
率
は
35
・
２
％
で
す
。
う

ち
、
重
点
対
象
と
し
て
い
る
若
年
層
（
20

～
39
歳
）
の
新
規
加
入
者
数
は
、
33
人
と

な
り
、
加
入
推
進
目
標
60
人
に
対
す
る
進

捗
率
は
55
・
０
％
で
す
。

　

27
年
度
の
新
規
加
入
者
数
が
確
定
す
る

の
は
４
月
中
旬
頃
に
な
る
予
定
で
す
。

◇
目
標
達
成
市
町
村　

１
位
・
葛
巻
町
、
金
ヶ
崎
町
、
２
位
・
岩

手
町
、
滝
沢
市
、
矢
巾
町
、
九
戸
村

（
達
成
率
の
高
い
順
、
同
率
の
場
合
は
人

数
の
多
い
順
）

◇
若
年
層
の
目
標
達
成
市
町
村

１
位
・
葛
巻
町
、金
ヶ
崎
町
、２
位
・
洋
野

町
、大
船
渡
市
、久
慈
市
、滝
沢
市
、矢
巾
町

　

ま
た
、
加
入
者
数
で
は
奥
州
市
が
最
多

の
８
人
（
う
ち
、
若
年
層
も
５
人
で
最
多
）

で
す
。
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、「
加
入
者
累
計
13
万

人
に
向
け
た
後
期
２
ケ
年
強
化
運
動
」
の

一
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
特

に
若
い
世
代
の
加
入
を
重
点
的
に
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、
本
県
に
お
い
て

も
、
年
度
計
画
に
定
め
る
新
規
加
入
目
標

の
達
成
に
向
け
て
、
関
係
機
関
・
団
体
が

一
丸
と
な
り
、
取
り
組
ま
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
加
入
推
進
ニ
ュ
ー
ス

28年４月から６月までの主要な行事

編
集
・
発
行
人
／
事
務
局
長
・
山
田
亙　

〒
０
２
０
︱
０
０
２
４  

盛
岡
市
菜
園
一
丁
目
4
番　

号
（
第
二
産
業
会
館
4
階
）　

電
話
〇
一
九
︱
六
二
六
︱
八
五
四
五　

印
刷
／
川
口
印
刷
工
業
株
式
会
社
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『
平
成
28
年
度

普
及
目
標
に
向
け
た
取
り
組
み
を
！
』

　

今
年
度
か
ら
新
た
な
「
全
国
農
業
新

聞
で
農
地
利
用
の
最
適
化
達
成
を
目
指

す
３
カ
年
運
動
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

運
動
の
最
終
年
度
と
な
る
30
年
度
の
普

及
目
標
を
４
，
０
０
０
部
と
し
、
初
年

度
と
な
る
28
年
度
は
３
，
８
０
０
部
を

早
期
達
成
し
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
む

こ
と
を
目
標
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
各
農
業
委
員
会
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
年
間
の
普
及
推
進
計
画
を

立
て
、
目
標
達
成
に
向
け
、
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、
事
務
局

一
丸
と
な
っ
て
普
及
推
進
に
お
取
り
組

み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
の
普
及
推
進
の
取

組
に
よ
り
、
平
成
28
年
全
国
情
報
会
議

で
次
の
農
業
委
員
会
、
農
業
委
員
が
表

彰
さ
れ
ま
す
。
健
闘
さ
れ
た
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
情
報
活
動
特
別
功
労
賞
の
購
読
者
確

保
で
全
国
上
位
10
傑
に
入
賞

　

大
船
渡
市
農
業
委
員
会

　
　

鈴
木
幸
雄
会
長　

第
６
位

◇
普
及
拡
張
特
別
優
秀
農
業
委
員
会
表

彰
で
全
国
10
傑
に
入
賞

　

農
業
委
員
数
対
比
普
及
率
の
部

　
　

紫
波
町
農
業
委
員
会　

第
６
位

◇
情
報
活
動
功
労
者
表
彰
で
農
業
委
員

４
名
が
受
賞

　

大
船
渡
市
農
業
委
員
会

　
　

鈴
木
幸
雄
会
長

　
　

藤
原
重
信
農
業
委
員

　

一
関
市
農
業
委
員
会

　
　

佐
々
木
利
夫
農
業
委
員

　

遠
野
市
農
業
委
員
会

　
　

佐
藤
芳
夫
農
業
委
員

　

表
彰
さ
れ
る
農
業
委
員
、
農
業
委
員

会
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全
国
農
業
新
聞
普
及
ニ
ュ
ー
ス


